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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ－ａ）：
　　Ｒ１－ＣＯＯＣＨ３　　　（Ｉ－ａ）
［式中、Ｒ１は、９～１８個の炭素原子を有する飽和アルキル基である］
で示されるエステルの合体剤としての使用。
【請求項２】
　水性ポリマー分散体またはラテックス分散体に基づく任意の類のコーティングの製造に
おける、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　水性エマルション塗料に基づくコーティングの製造における、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　（１）１つまたはそれ以上の請求項１に記載のエステル（Ｉ－ａ）、および
（２）エステル、エーテルおよびヒドロキシエステルの群から選択されるエステル（Ｉ－
ａ）とは異なる１つまたはそれ以上の他の化合物
とを含んでなる組成物の合体剤としての使用。
【請求項５】
　水性ポリマー分散体またはラテックス分散体に基づく任意の類のコーティングの製造に
おける、請求項４に記載の使用。
【請求項６】
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　水性エマルション塗料に基づくコーティングの製造における、請求項５に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、合体剤、特にコーティング剤の調製用合体剤としての、一般式Ｒ１－ＣＯＯ
Ｒ２［式中、Ｒ１は、９～２３個のＣ原子を有するアルキル基であり、Ｒ２は、メチル基
、エチル基、ｎ－プロピル基およびイソプロピル基の群から選択される飽和アルキル基で
ある。］のエステルの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　合体剤（被膜形成助剤とも呼ばれる）自体は既知である。合体剤は、水性コーティング
剤に加えられ、分散したポリマー粒子の造膜をもたらし、均一な塗膜を形成する。バイン
ダーの被膜形成温度が塗布温度より高い場合に、合体剤を添加することが要求される。
【０００３】
　既知の被膜形成助剤は、下記のものを含む：エチレングリコールエチルエーテル、エチ
レングリコールプロピルエーテル、エチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコ
ールヘキシルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールエ
チルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコールヘキシルエ
ーテル、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチル
エーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、トリプロピレングリコールメチルエ
ーテル、プロピレングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールｔｅｒｔ－ブチ
ルエーテル、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノイソブチレート、
および２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールジイソブチレート（参照：「
Ｆａｒｂｅ＋Ｌａｃｋ」、１０１（７／１９９５）、頁６０６～６０９）。
【０００４】
　近年、環境上の理由から、水性コーティング剤が話題となってきている。特にポリアク
リレートのような合成ポリマーの小さな粒子に基づく水性塗料において、合体剤は、伝統
的にかなりの量で使用されている。これらの合体剤（造膜助剤ともいう）は、被膜形成の
改善のためにコーティングに添加される。その機能はラッテクス粒子上の合体剤による可
塑化効果に由来し、それらを合体して連続的な被膜を形成することができる。この被膜は
、水の蒸発後に最適性を有する。被膜形成で重要となるのは、被膜形成温度として既知の
温度であり、該温度（またはそれ以下の温度）でポリマー粒子は合体し被膜を形成する。
一般的な合体剤は、ポリマーの被膜形成温度を下げる。
【０００５】
　通常、合体剤は特定のエステルおよびエーテルである；既知の技術水準は、Ｅａｓｔｍ
ａｎからのヒドロキシエステル「Ｔｅｘａｎｏｌ」（しばしばＴＭＢともよばれる；２，
２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノイソブチレート）およびＵｎｉｏｎ
　Ｃａｒｂｉｄｅからの「ＥＧＢＥ」（エチレングリコールモノブチルエーテル）である
。
【０００６】
　ＤＥ２４４３６４５は、１９７６年に公開された。特にアミノ樹脂に関してではあるが
、その中で安息香酸１，２－プロパンジオールモノエステルが明確に開示されている。該
特許請求の範囲は、修飾子として、アリール－ＣＯＯ－Ｘ－ＯＨタイプ化合物を含む「修
飾アミノ樹脂」を対象とする。
【０００７】
　ＵＳ３３９９１５８は、Ｃ２－６ジカルボン酸のジエステルを開示する。
【０００８】
　特許ＵＳ４４８９１８８は、１９８４年に登録となった。ここに開示される塗料のため
の合体剤は、安息香酸のような芳香族カルボン酸のＥＯおよびＰＯ付加物である。
【０００９】
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　ＵＳ４８９４４０６（１９８８年）は、合体剤として２－アルキル－１，３－ヘキサン
ジオールアルキルエステル、すなわち、特定のヒドロキシエステルを開示する。
【００１０】
　ＵＳ５７５６５６９（１９９６年）は、合体剤として３－アルコキシプロピオネートを
開示する。
【００１１】
　ＥＰ０６９８３９Ｂ１は、水性ポリマー分散体用のフロー制御助剤として、ヒドロキシ
エステル混合物の使用をクレームする。該化合物はプロピレンオキシドと脂肪族Ｃ７－１

２モノカルボン酸との反応により得ることができる。
【００１２】
　いわゆる反応性合体剤は、例えばＵＳ４１４１８６４のように、早い段階で言及されて
いた。そこではジシクロペンテニルオキシエチルメタクリレートが使用されているが、臭
気に関する欠点を有することが述べられている。
【００１３】
　ＥＰ５９９４７８Ａ１によれば、アセトアセテートは、反応性合体剤として使用し得る
。
【００１４】
　ＥＰ５０１６１４Ａ２（１９９１年）は、合体剤としてケトカルボン酸のエステルを記
載する。
【００１５】
　欧州特許ＥＰ１１６９３９７Ｂ１の特許請求の範囲は、水相中でポリマーまたはプレポ
リマーが乳化され、エステルであり式Ｒ－ＣＯＯＸにより特徴付けられる合体剤を含有す
る被膜形成組成物を対象とする。式中、ＲおよびＸは、ヒドロカルビル基または置換され
たヒドロカルビル基である。２つの基の少なくとも１つは、少なくとも２つのＣ＝Ｃ二重
結合を含有する。
【００１６】
　ＵＳ２００５／０１８２１６８Ａ１は、植物油性脂肪酸のグリコールエステルと抗酸化
剤との組み合わせを開示する。その中の特定の主題は、プロピレングリコールモノエステ
ルである。
【００１７】
　ＷＯ００／５６８２３は、水相および分散相を有する被膜形成組成物を開示し、該分散
相はポリマーおよび合体剤を含有する。該合体剤は、酸成分および／またはアルコール成
分が少なくとも２つのＣ＝Ｃ二重結合を有していなければならない構造上の条件があるエ
ステルである。この多数の二重結合の技術目的は、合体剤自身を反応的に架橋させること
であって、これは反応性合体剤と称される。
【００１８】
　ＵＳ６７６２２３０Ｂ２の請求項１は、ラッテクスポリマーおよび式Ｒ１－（ＣＯ－Ｘ

ｒ－Ｏ）ｎ－Ｒ２の合体剤を含有するコーティング組成物を記載する。式中、Ｒ１は有機
基であり、Ｘは２価の有機基であり、指数ｒは０または１であり得、指数ｎは１～１０の
範囲にあり得、Ｒ２は水素または有機基である。ｒが値０であり、かつｎが値１であり、
Ｒ１およびＲ２がアルキル基である場合、前記式は脂肪酸エステルを制限する。しかしな
がら、脂肪酸エステルはＵＳ６７６２２３０Ｂ２に明確に記載されているものではないこ
とを指摘する。それどころか、明確に議論されているＵＳ６７６２２３０Ｂ２の合体剤は
脂肪酸エステルではない。
【００１９】
　脂肪酸アルキルエステルは、以下の２つの文献で言及されている：ＥＰ０２６９８２Ａ
１（１９８０年）においては、ポリマーおよび合体剤とを有するコーティング組成物が主
張されている。該合体剤は、３つの「類」のエステルから選択される；これらの類の１つ
は式Ｒ１－ＣＯＯＲ２により特徴付けられる。式中、Ｒ１はアルキル基またはアリール基
であり、Ｒ２はアルキル基（直鎖メチル基）である。第１１～１２頁にわたる段落で、特
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にＲ１がＣ３－７であり、Ｒ２がＣ４－８である（いずれも脂肪族基）上記式のエステル
が明確に述べられている。第１３頁第１０～３３行目では、適当なエステルが名称により
示されている。第１３頁第３５行目以降では、メチルとエステルが、通常、それらの不安
定性（加水分解の傾向がある）のために、塗料系で避けられることが、明確に述べられて
いる。ここで、当業者は、アルコール成分がメタノールまたはエタノールであるエステル
を合体剤として使用することに対して明確に忠告され、またアルコール成分が３個または
４個のＣ原子を有するアルコールであるエステルを合体剤として使用することに対して黙
示的に忠告されている（好ましい実施態様において、上記としてＲ２は４～８個の炭素原
子を含むため）。特にこれらは、アルコール成分が１～３個のＣ原子を有する脂肪酸エス
テルを具体的に開示していない。
【００２０】
　ＤＥ２４４９４７１Ａ１（１９７４年）は、コーティング剤用の溶剤として、直鎖状Ｃ

２－６脂肪酸のエステル、エステルのアルコール成分が脂肪族Ｃ３－４アルコールのエス
テルをクレームする。これらは、合体剤に対しては何ら言及していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】独国特許出願公開第２４４３６４５号明細書
【特許文献２】米国特許第３３９９１５８号明細書
【特許文献３】米国特許第４４８９１８８号明細書
【特許文献４】米国特許第４８９４４０６号明細書
【特許文献５】米国特許第５７５６５６９号明細書
【特許文献６】欧州特許第０６９８３９号明細書
【特許文献７】米国特許第４１４１８６４号明細書
【特許文献８】欧州特許出願公開第５９９４７８号明細書
【特許文献９】欧州特許出願公開第５０１６１４号明細書
【特許文献１０】欧州特許第１１６９３９７号明細書
【特許文献１１】米国特許出願公開第２００５／０１８２１６８号明細書
【特許文献１２】国際公開第００／５６８２３号パンフレット
【特許文献１３】米国特許第６７６２２３０号明細書
【特許文献１４】欧州特許出願公開第０２６９８２号明細書
【特許文献１５】独国特許出願公開第２４４９４７１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　新しい合体剤に対する一定のニーズが存在する。したがって、本発明の課題は、合体剤
を提供することである。これらの合体剤は、特に、例えば、塗料、インクなどのようなコ
ーティング剤の、また接着剤の製造に適当であるべきである。提供される合体剤の特に好
ましい使用分野は、エマルション塗料の分野である。
【００２３】
　合体剤の概念（文献においては、造膜助剤または被膜形成助剤ともいわれる）は、上述
した意味であり、当業者にとてもよく知られているものと理解される。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　本発明にしたがって開発される合体剤は、特に、あらゆる類（例えば水性塗料およびイ
ンク）のコーティングに対して適当であるポリマーまたはラッテクス粒子の水性分散体に
おける使用を意図する。
【００２５】
　この種の分散体は、典型的なエマルション重合により生成され、エマルション重合に使
用される水、助剤、およびポリマー粒子またはラッテクス粒子に加えて、特に所望のコー
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ティング目的用に一般的に使用される他の成分を含んでいてもよい；この後、水の蒸発が
続き、最終的に、ポリマー粒子またはラッテクス粒子が流動することにより溶け込み、均
一な被膜を形成することが重要である。被膜形成のこの過程は、少なくとも最低温度が観
察されることを必要とし、それは当業者により、最低被膜形成温度（ＭＦＦＴ）と称され
る。系のＭＦＦＴが、例えば２０℃である場合、これは、温度が２０℃または２０℃以上
の時にのみ、被膜形成がうまく進行することを意味する。一方、被膜形成をより低い温度
、例えば１０℃またはさらに低い温度で生成すべき場合、前述した水性分散体を、ＭＦＦ
Ｔを所望のレベルにまで下げられるような量の合体剤と混合すべきである。
【００２６】
　この点で、本発明は、特に、あらゆるコーティング目的を対象とするポリマー粒子また
はラッテクス粒子の水性分散体のＭＦＦＴを効果的に下げ得る合体剤を開発することを目
的としている。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明は、合体剤としての、一般式（Ｉ）で示されるエステルの使用を提供する。
　　Ｒ１－ＣＯＯＲ２　　　（Ｉ）
［式中、Ｒ１は、９～２３個のＣ原子を有するアルキル基であり、Ｒ２は、メチル基、エ
チル基、ｎ－プロピル基およびイソプロピル基の群から選択される飽和アルキル基である
。］
【００２８】
　基Ｒ１は、直鎖状または分枝状の、飽和またはモノオレフィン系不飽和であってよい。
好ましい基Ｒ１は飽和アルキル基である。
　式（Ｉ）の好ましいエステルは、塗料、インクなどのコーティング剤、また接着剤の製
造に適当である。
　１つの実施態様において、式（Ｉ）のエステルは、水性ポリマー分散体またはラッテク
ス分散体に基づくあらゆる種のコーティングの製造における合体剤として使用される。
　合体剤としてのエステル（Ｉ）の使用に対して、特に好ましい分野は、（水性）エマル
ション塗料の分野である。
【００２９】
　エステル（Ｉ）の酸成分として考えられる適当な脂肪酸の例は、例えば以下のとおりで
ある：
　デカン酸（カプリン酸）、ウンデカン酸、ドデカン酸（ラウリン酸）、トリデカン酸、
テトラデカン酸（ミリスチン酸）、ペンタデカン酸、ヘキサデカン酸（パルミチン酸）、
ヘプタデカン酸、およびオクタデカン酸（ステアリン酸）、イソステアリン酸、ノナデカ
ン酸、エイコサン酸（アラキジン酸）、およびドコサン酸（ベヘン酸）。これらの脂肪酸
は、飽和脂肪酸である。本発明において、それらは、エステル（Ｉ）の好ましい酸成分と
して使用される。
　１０－ウンデセン酸、ラウロレイン酸、ミリストレイン酸、パルミトレイン酸、ペトロ
セリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ガドレイン酸、エルカ酸、およびブラシジン酸。
これらの脂肪酸は、不飽和脂肪酸であり、Ｃ＝Ｃ二重結合を含む。
【００３０】
　酸成分と言う意味では、エステル（Ｉ）は、好ましくは１０～１８個のＣ原子を有する
脂肪酸に由来する。これらの酸は、直鎖状または分枝状の、飽和またはモノオレフィン系
不飽和であってよい。天然由来の脂肪酸が好ましい。
　１つの実施態様において、酸成分と言う意味では、エステル（Ｉ）は直鎖状モノオレフ
ィン系不飽和脂肪酸に由来する。
　１つの実施態様において、酸成分と言う意味では、エステル（Ｉ）は分枝状飽和脂肪酸
に由来する。
　１つの実施態様において、酸成分と言う意味では、エステル（Ｉ）は直鎖状飽和脂肪酸
に由来する。
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【００３１】
　１つの実施態様において、本発明に使用されるエステル（Ｉ）はメチルエステルであり
、言い換えれば、一般式（Ｉ－ａ）により特徴付けられる化合物である。
　　　　Ｒ１－ＣＯＯＣＨ３　　（Ｉ－ａ）
［式中、Ｒ１は、９～１８個の炭素原子を有する飽和アルキル基である。］
　この場合、ラウリン酸メチル、ミリスチン酸メチル、およびパルミチン酸メチル、また
はそれらの混合物（特に、存在する種のうち、化合物（Ｉ－ａ）が天然原料を使用し生成
される場合、特に植物性トリグリセリドに基づく）が、特に好ましい。
【００３２】
　１つの実施態様において、本発明に使用されるエステル（Ｉ）はイソプロピルエステル
であり、言い換えれば、一般式（Ｉ－ｂ）により特徴付けられる化合物である。
　　　　Ｒ１－ＣＯＯＣＨ（ＣＨ３）２　　　（Ｉ－ｂ）
［式中、Ｒ１は、９～１８個の炭素原子を有する飽和アルキル基である。］
　この場合、ラウリン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、およびパルミチン酸
イソプロピル、またはそれらの混合物が、特に好ましい。
【００３３】
　水性ポリマー分散体の最低被膜形成温度（ＭＦＦＴ）を下げるそれらの優れた能力から
明らかなように、エステル（Ｉ）は、合体剤として非常に効果的である。さらに、本発明
用のエステル（Ｉ）を含んでなる水性ポリマー分散体を使用して得られるコーティング（
被膜）は、４週間貯蔵後も一般に著しく硬く、それ故に、市販の合体剤を使用して製造さ
れたコーティングより、より強固で汚れに対して影響を受けにくい。本発明に従って使用
されるエステル（Ｉ）のさらに有利な点は、それらの沸点が２５０℃以上であることであ
り、ＥＵ規定１９９９／４２／ＥＣおよび２００４／４２によれば、「ＶＯＣ－ｆｒｅｅ
」として分類される。
【００３４】
　また、エステル（Ｉ）に構造的に近いエステルとの比較、および／または市販のヒドロ
キシエステル系合体剤との比較による、本発明のエステル（Ｉ）の加水分解に対する傾向
における出願人の研究も興味深い。したがって出願人は、ラウリン酸ブチルおよび市販の
２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノイソブチレート（ＴＭＢ）より
も、水性アルカリ性媒体、ラウリン酸メチルおよびラウリン酸イソプロピルが加水分解さ
れにくい傾向を有することを見出した。出願人によるこれらの結果は、驚くべきことであ
り、技術的に不利な点を解消するものとして見ることができる（上述したＥＰ０２６９８
２Ａ１と比較）。
【００３５】
　本発明に従って使用されるエステル（Ｉ）は、純粋な状態または他のエステルと混合し
た状態で使用し得る。必要な場合、エステル（Ｉ）は既知の合体剤と組み合わせて使用し
得る。
【００３６】
　さらに、本発明は、合体剤（特に水性ポリマー分散体またはラッテクス分散体に基づく
あらゆる類のコーティングの製造、特にエマルション塗料に基づくコーティングの製造に
関する合体剤）としての、
（１）１つまたはそれ以上の上述したエステル（Ｉ）、および
（２）エステル、エーテルおよびヒドロキシエステルの群から選択される、エステル（Ｉ
）とは異なる１つまたはそれ以上の他の化合物を含んでなる組成物の使用を提供する。
　上述したように、本発明に従って使用されるエステル（Ｉ）は、特に、被膜される水性
ポリマー粒子またはラッテクス粒子の水性分散体用の合体剤として使用される。これは、
エステル（Ｉ）が単独（一種または異なる種の混合形態）またはこれと異なる他の合体剤
との混合で使用される場合である。
【００３７】
　この場合、エステル（Ｉ）は、最低被膜形成温度を下げるポリマー粒子またはラッテク
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ス粒子の量に基づいて、好ましくは（ポリマーのＭＦＦＴにしたがって）０．１～４０重
量％、特に２～６重量％の量で使用される。
　異なる視点から、エステル（Ｉ）の量は、表面に塗布される完成したコーティング処方
に基づいてよい。この点において、エステル（Ｉ）は、全コーティング処方に基づいて、
好ましくは（ポリマーのＭＦＦＴにしたがって）０．１～５重量％、特に０．５～２重量
％の量で使用される。
【００３８】
　当業者は、特定の分散体または特定のコーティング処方の組成物に従って、エステル（
Ｉ）の量を変えることができ、また、必要な場合、特に、系が高い最低被膜形成温度を有
するポリマーを含む場合および／またはＭＦＦＴが非常に低いレベルまで下げられる場合
、より多くの量のエステル（Ｉ）を使用することができる。
【００３９】
　水性分散体に存在するポリマー粒子またはラッテクス粒子の種類に関しては、特に制限
はない。したがって、これに関して当業者に既知のコーティング目的用の全てのポリマー
およびコポリマーを使用することができる。
　さらに、適用の望まれる分野および／またはコーティングの種類によって、水性分散体
は、これに関して当業者に既知のさらなる助剤や添加剤を含有してよい。
　本発明のエステル（Ｉ）は、調製直後、特にエマルション重合による調製直後に水性分
散体に加えられてもよく、またはその後、例えばコーティング剤の調製中に加えてもよい
。
【００４０】
　本発明に従って使用されるエステル（Ｉ）を含む水性分散体は、一般にすべての所望の
表面、例えば木、金属、プラスチック、ガラス、紙、コンクリート、レンガおよび漆喰に
塗布し得る。
【実施例】
【００４１】
　〔使用される物質〕
〈ポリマー分散体〉

【００４２】
〈合体剤〉

【００４３】
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　〔コーティングの生成および評価〕
　各ポリマー分散体への、試験される合体剤（Ｂ１またはＶ１）の添加は、撹拌しながら
行った。２４時間の熟成時間の後、該組成をドクターブレードによりガラスプレートへ塗
布した（湿潤膜厚１５０μｍ）。乾燥（２０℃、２４時間）を行った後、様々な試験方法
により被膜を評価した。試験結果を、表１および表２に示す。
【００４４】
　〔用いた試験方法〕
　最低被膜形成温度（ＭＦＦＴ）は、ＤＩＮ５３７８７に従い試験した。
　ケーニッヒ式振子硬度試験は、ＤＩＮ５３１５７に従い試験した。
【００４５】
【表１】

【００４６】
【表２】

【００４７】
　〈表１および表２：〉
　「ＭＦＦＴ＝０℃に必要とされる量」＝使用されるポリマー分散体の最低被膜形成温度
（ＭＦＦＴ）を０℃の値まで下げるポリマー分散体（製造で供給される形態における）に
基づいて、必要とされる合体剤Ｂ１またはＶ１の量（それぞれ重量％）。
【００４８】
　振子硬度＝振子硬度は４週間後に測定した（使用される樹脂の最低被膜形成温度を０℃
の値まで下げるような量のＢ１またはＶ１の添加を伴う）。
【００４９】
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％Ｂ１またはＶ１＝水性ポリマー分散体に加えた合体剤の量を、ポリマー分散体（製造で
供給される形態における）に基づく重量％で記録する。
【００５０】
　本発明のエステルＢ１は、工業規格の中の１つについて、すなわちＶ１に対して、多く
の有利な点を有する。
【００５１】
　合体剤として、いくつかの実施例では標準と同等であるが、多くの場合、それが樹脂の
幅広い最低被膜形成温度をより効果的に下げることができるという事実に反映されるよう
に、標準より効果的である。
【００５２】
　さらに、４週間後、本発明のエステルＢ１を使用した場合の被膜は、工業規格Ｖ１を使
用して調製したものよりも明らかに硬く、そのためより強く、汚れの影響を受けにくい。
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